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KatherineMansfield(...～1923)の 世 界は,現 実 と夢 幻的世界の照応

か らなってい る。現実 とは,彼 女が置かれ ていた状態,具 体的には,よ い

作品を発表 していた ころ彼女 は病気 の進展 の中で死 と闘い,ま た,そ の前

には弟 の死 に よ りNewZealandに 対 す る愛着 を新たに された ことな どで

ある。 この世界に対 し,彼 女 は自分た とって夢 の理想の世界を想定 して,

た えず これ と交信 しなが ら短篇 の素 材 と した。 具体的 には,先 のNew

Zealandで 過 した幼い ころの思い出を純化 した世界 であ る。 その よ うな こ

とが顕著 に表わ されているのがr園 遊会』(1921年 に執筆)で ある。 以下

この短篇を細かに見て行 きたい。

『園遊会』は初夏のある園遊会 の行 なわれ る 日の明け方 か ら夜 までの時

間 の中 で少女 ローラ(Laura)の 人 間的成長を 扱 った ものである。 冒頭 の

一節は シ ェリダ ン家の 庭 の上 の空 の 描写 か ら 始 まる
。 この シェリダソ家

は,Mansfieldが 生 まれ育 った ビーチ ャム(Beauchamp)家 の 姿を反映 し

ている。1921年 頃 のMansfieldに と ってはNewZealandの ビーチ ャム

家 の思い出はかな り昇華 され たもので あ り,思 い出 もまた新 たなる創造,

一 つの理想化なのである
。 このシ ェリダ ソ家に対す る現実 の世界 は,Scott

家 を 中心 と した,シ ェ リダン家 の立 ってい る岡 の麓 の小道 に並 ぶ貧 しい一

画である。 まず この シェリダ ン家の庭 の描写は,Mansfieldの 夢 幻的世界

にふ さわ しく,こ れか ら始 まる園遊会 の前奏 曲として明る く軽 やか な雰 囲

気を持ち,最 初の出だ しとして成功 してい る。青空に薄い金色 のモヤがか
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か り,庭 師が明け方 か ら芝生 を刈 り,草 もば ら型花壇 も輝 いて み}る 。バ

ラについてい うな ら,バ ラは園遊会 を代表す る花で あ り,誰 で もが確かに

知 ってい る花で,数 百 の花が一晩 で咲 き,ノミラの木 は大天使("archangels")

が 訪 れたかの よ うに丸 く身をかがめていた。バ ラは夢 や希望や理想の象徴

で あ り,楽 園的世界で あることを示す。 またMansfieldの 幼 い ころの思

い出の人物 が登場 して くるに は全 く申 し分ない(``ideal")情 景 であ った。

大 天使は,そ のMansfieldに と っては神聖 なる思い 出の 詩化 された 領域

を守る天使 であ り,そ の 日の点検に きた ものたちの よ うである。 園遊会は

今年 は子供 たちに任かせ るとシ ェリダソ夫人はい う。 そ こで子供 たち,中

で もローラが園遊会に使 う大 テン トのお き場 を指定す る役を任か され る。

これ が決 って しば ら くした後,ロ ーラが台所ヘサ ソ ドウィッチにつけ る旗

を持 ってい くと,そ こで思いがけない話 をき く。

クリー ム ・パフを 届けにきたGodberの 店 員か ら,麓 の貧 しい 区域に

住むScottと い う男が 街角 で 事故に会い死 んで 遺体が家 まで 運ばれ ると

ころだ った とい うことを彼女 はき く。 この場合,Godberの 店 員は,下 の

(現 実)世 界か らローラの住む世界ヘ ニ ュースを持 ってや って きた使者 の

役 割を してい る。 このScottに よ り代表 され る貧 しい区域,そ こは また

死 の谷間で もある。 ここの小道に固 まって貧 しい小 さな家に住む職 人的仕

事 を職 業 とす る人達 は,現 実 の世界を如実に現わ している。 シェリダ ン家

の庭 がバ ラで 代表 され るが,こ ち らの庭 に あるものは キ ャベ ッの茎で あ

り,病 んでい る鶏,ト マ トの空 カソで あ り,煙 突 の煙す ら 細 々と してい

る。 この ような所に住むScottは,シ ェ リダソ家 の園遊会が始 まる少 し前

に亡 くな ったのであ り,妻 と五人の子供 たちが残 された。 ローラは これ を

知 って,楽 団の演奏が悲 しみに沈 む女 に どんなに響 くか と心配 して園遊会

はや めにす べきだ とい うが,姉 や母は 常識 を使いな さい とい って 応 じな

い。結局園遊会は行なわれ るが,パ ーテ ィの終 った後で ,シ ェリダン夫人

は,自 分 の夫が このScottの 話 を したのが きっかけでパ ーテ ィの残 り物を
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贈 り物 として ローラが持 って行 くことを提案す る。 しか しローラは残 り物

な どを持 ってい って果 た してScott夫 人 が喜ぶか しら,と 思 う。彼 女は シ

ェリダ ソ夫人 よ りも人の心に対 して想像力が働 く。 シェ リダン夫人 は,ロ

ーラに``Rundownjustasyouare ……"と い う。 これ は ロー ラが この夢

幻的世 界の代表者 として,現 実界へその ままの姿でお りてい く,つ ま り園

遊会 の華 かな服 と帽子 のままで下 ってい くことを意味す る。

たそがれ の空 の下を夢 の世界か ら岡の麓 の死 んだ人が横たわ って いる家

まで静か な一本の夕暮に白 く浮いてみ える道 を下 って行 く。 この白い道 と

い うのはMans丘eldの 場 合特 別の意 味を持 っている。 これは ,先 の夢幻界

と現実界を結 ぶ道 なのである。``BliSS"(『 幸 福』)い う短 篇の中では ,白

い もの と して,白 い花 が一斉 に最高な状態 で咲 き出 した梨 の木 があ る。昼

間白か った梨 の木 を夜 今度は 月の光の中でバ ーサ(Bertha)と ミス ・フル

トソ(MissFulton)は,彼 女 たち も月の光 をあびて見 ている。す る と梨 の

木 は ロウソクの炎 の ように伸びてやがて月に届 き二人共,別 の世界 の住人

で,幸 福 の白い炎が胸 の中で燃えなが ら,二 人で この現実 の世界へ降 りて

きて何を しようか しら との思いにふけっている部分 がある。 至福(bliss)

の 白 く輝 く炎 として白い花 の咲 く梨 の木 は考 え られ ,そ の象徴 とな ってい

る。 これか ら見て もわかる よ うに園遊会 の中 の白い道は ,こ の世な らぬ世

界 とこの世をつな ぐものであ り,白 はblissを 表 わす色であ る。 そ して ロ

ーラは この道 を降 りてい よい よ貧 しい区域へはい
ってみ る と,女 たちは男

物のcapを 被 っている。 ローラ自身は 園遊会 の時 の レースの服 と帽子 の

ままで,特 に帽子 は,長 い黒い ビロー ドの リボ ンのついた金色 のデージ_

の飾 りのある黒いhatで あ った。 それに対 して 彼女 の降 りて きた 現実界

では・ 暖 か く実用的 なtweedcapで あ り,二 つの世界の対照 がは っき り

してい る。Lauraは も ともと階級差別 とい う因襲に反対で あ り,彼 女が今

や って きた上流階級 を代表す るhatを 被 って きた ことを後悔す る。

暗が りの貧 しい一画 にはい って行 くと目指す家 に来 た。 外に黒 い人 だか
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りが していた。それは シェリダソ家の園遊会に集 った小鳥の よ うに華 やい

だ人 々の群 と対照的 である。そ して門の傍には松葉杖を もった大変年取 っ

た女 がいて,新 聞紙 に足 をのせて椅子に坐 っていた。松葉杖や新聞紙は こ

の現実界を よ く表わ す ものである。 そ して シェ リダソ家 では,園 遊会は子

供た ちに任かせ,姉 妹 たちは,ロ ーラに任 かせ た りして協 力心や暖かい 思い

や りが欠けているのに,こ のScottと い う死んだ男の家では,Scott夫 人 の

姉 な る人が接待役 を し,ロ ーラに無愛想な妹を一生懸命かば う。Mansfield

の 現 実界へ の暖かい思いや りとい うものが感 じられ る。 またScott夫 人 が

目を泣 きは らして 座 っていた すすけた ラソプのともる粗末な 台所は,シ

ェリダン家 の サ ソ ドウィッチや,ク リーム ・パフが 並 んでい た 豊 かな台

所 とは対照的であ る。 この姉は終始,文 法 を無視 した(ungrammatical)

話 し方をす るが 心が こもってお り,園 遊会 の人 々の 気取 った会話(``My

dear..._・ ・)な どはない。 彼女は 自分 の服装 や帽子 を 気 に しなが らそ して

早 くその場を逃げ 出したい のだが,彼 女 は当然 の ことの ように,こ の死 ん

だ男が横たわ ってい る 部屋へ今度は 案 内され,彼V'対 面 す る。 姉 なる人

は,ロ ーラに``'elooksaPicture・"と い う。 この言葉は,シ ェリダソ夫人

が ・一ラに先の 新 しい黒いh・tを カ・ぶせ た時,"… …Ih・v・n・ve「seen

youlooksuchapicture… …"と い うの とほぼ同 じであ り,優 しい心 の ロ

ー ラに使われ た 言葉 とこの貧 しい 区域 の男に 使われた言葉 は 一致 してい

る。 違 う世 界に属す る言葉 であるが,ロ ーラに よ りこの言葉 は統一 され,

Mans丘eldが この二つ の世界を呼応す る もの と考}て い る ことを示す。

そ の若い男は ぐっす りと眠 って安 らい でお り,こ の世か らず っと遠い所

にい るのであ り,夢 に委ね られてい た。園遊会 もカゴへ 入れ て持 ってきた

贈 り物 も,レ ースの洋服 も彼に とって ど うで もいい ことであ り,彼 は素晴

し く美 しか った。彼女た ちが騒いでいた間に この奇蹟 は この小道で起 って

いた 。ローラはこの男が事故にあ った傷跡 の痛 ま しさもな く,安 らかな満足

しきった美 しい顔 で横 たわ ってい るのを見て人生について一つ の啓示を得
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る。死は安らぎであり厳粛なものであるとい う啓示である。死すべき運命

を持つ人間もその死を通ることにより神々の住む という至福の世界に必ず

はいることができるとい うことである。 ローラの世界には,至 福の神hの

住む世界を思い出させる雰囲気があ り,こ の男の死はすでに上部世界のも

のであ り,ロ ーラがそれに気づ くことにより,こ れ ら二つの現実界 と夢幻

界は統合され る。 さらにニーラは死は起こしてはいけない程安らいだ夢の

世界なのだと知 る。生まれながらの貧富の差はあっても,そ のことよりも

貧 しくても暖かい人hの 間には,富 や階級に無関係に一つの幸福の境地に

到達できることを知る。 シェリダン家が代表していた夢幻的世界はこの至

福の世界であろう。幼い時の思い出は純化され,す べてよしとい うこの世

界の雰囲気はMansfieldに とり至福の白い世界であったろう。

シェリダン家のカラカの木(Karaka-trees)は,黄 色い房状の実をつけて

お り,孤 島で誇 り高 く,孤 独で,一 種無言の壮麗さで太陽にその葉や果実

をかざす木だと書かれている。この不死なる神木のように威厳のあるカラ

カの木は,現 実の死を象徴するキャベツの茎のくち果てる様 と対照的であ

る。キャベツの世界に住む男カミ安らかな死を迎sた のは,カ ラカの木の世

界の住人であるu一 ラには 「奇蹟」(``marveP')と しか考えられなかっ

た。男は 「すばらしく,美 しい」姿であった。

ローラという一少女の一 日の体験はまた人の一生の凝縮でもあった。 こ

の作品は単に上流階級の園遊会を 日常的な視点から描 き,階 級差別のむな

しさを描いただけでなく,ま た人生の現実を一少女が体験するとい うこと

を書いただけではない。死をまぬがれぬ人間にも,神 の住む世界がもつよ

うな至福を見出すことができ,人 生へでき得る限 りの誠実 さを貫 くことに

より真実の姿を発見できる ことをも語っている。Mansfieldは ローラの

世界NewZealandで の幼時の幸福を夢幻化し詩化 した世界 を,

現実のMansfieldの 死と直面する世界と対照させている。Mansfieldは ロ

ーラを通 じて,両 者を和合させ,い わば夢の世界と現実の世界とを統合さ
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せた。 詩化された夢幻の世界と現実界との巧みな 照応と統合は,一 般に

Mansfieldの 作品にあらわれる特徴のひとつとも考えられるが,r園 遊会』

はその典型的な表現 となっていることは以上の分析によってあきらかであ

ろ う。
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